
令和８年度 北海道蘭越高等学校 

第３学年 シラバス ～年間授業計画～ 

 

教科 科目 担当 頁 

国語科 
論理国語 青山 望 ２ 

国語課題研究 青山 望 ５ 

地理歴史科 
地理探究 髙橋 真太郎 ７ 

日本史探究 本間 詳理子 10 

公民科 政治・経済 本間 詳理子 12 

数学 

数学Ⅱ 岡本 敏弘・佐藤 優介 14 

数学 B 岡本 敏弘 16 

数学 C 岡本 敏弘 18 

理科 地学基礎 田端 修 20 

保健体育科 
体育 八木橋 拓史 22 

地域とスポーツ 八木橋 拓史 23 

英語科 

英語コミュニケーションⅡ 南部 光養・大橋 満希 26 

論理・表現Ⅱ 南部 光養・大橋 満希 28 

英語会話 大橋 満希 30 

家庭科 
保育基礎 淺川 寛子 32 

フードデザイン 淺川 寛子 34 

商業科 ビジネス基礎 斉藤 貴志 36 

 商品開発と流通 斉藤 貴志 38 

情報科 コンテンツの制作と発信 斉藤 貴志 40 
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科目

教科書

副教材

1

評価計画

〇

３年次　選択履修科目
「新編　論理国語　学習ノート」（大修館書店）
「プライム常用国語」(第一学習社)
「ジャンプアップ高校漢字問題集 改訂版」（東京書籍）

教科の目標

　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。
（1）生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。
（2）生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
（3）言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

科目の目標

　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。
（1）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（2）論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を
高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（3）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，言葉を通して他
者や社会に関わろうとする態度を養う。

評価方法

◎ ○

○

◎ ○5

教科 国語 論理国語

単位数 ４単位 論国706「新編　論理国語」（大修館書店）

履修上の注意

①授業で使用するもの…論理国語教科書，ファイル，論理国語学習ノート，プライム常用国語，chromebook
　　　　　　　　　　　　　　　→配布されたプリントはすべてファイルしてください。
②忘れ物…授業が始まる前に必ず申し出てください。
③授業…協働をとおして思考を深めていきます。
④評価…ワークシート，学習活動への取り組み，小テスト(プライム)，単元テスト

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

　実社会に必要な国語の知識や技能
を身に付けようとしている。

　「書くこと」，「読むこと」の各領域に
おいて，論理的，批判的に考える力
を伸ばすとともに，創造的に考える
力を養い，他者との関わりの中で伝
え合う力を高め，自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができる
ようにしている。

　言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに，生涯にわたって読書に
親しみ自己を向上させ，言葉を通し
て他者や社会に関わろうとする態
度を養おうとしている。

学年
必・選

年間指導計画 時数

科目オリエンテーション
口絵　論理を学んでできること

学
期
月 単元・学習内容 学習活動・学習のねらい 書 読

話
・
聞

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元テスト

4

5

【第１部】論理を培う
2　具体と抽象
具体と抽象の関係
例題　突然変異と進化の関係
記号的メディアと物理的メディア
具体と抽象を使いこなそう

6

〇

【第１部】論理を培う
１　論理と出会う
「論理的な人」とはどういう人か

・「論理」についての筆者の考えを読み取る。
・筆者の主張をふまえ、これからの学習に興味をも
つ。

・具体と抽象の関係について考えを深める。
・具体例の働きを的確にとらえ、具体と抽象の関係
についての理解を深める。
・文章の構成や展開のしかたに注目しながら、筆
者の主張を読み取る。
・具体と抽象の関係について、理解を深める。
・内容を具体化してわかりやすくしたり、抽象化して
まとめたりする。

【第１部】論理を培う
３　対比をとらえる
比べて説明する
例題　米の種類と食文化
対話の精神
対比を使って主張する

・対比の関係について考えを深める。
・対比の関係を意識しながら、筆者の主張を読み
取る。
・対比の役割を意識して本文を読み、論理の展開
をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しながら、筆者の
主張を読み取る。
・効果的な対比の用い方について、理解を深め
る。

【第２部】論理を活用する
補助線を引きながら考える
自分を客観的に見つめよう

・筆者の問題意識をとらえ、主張を読み取る。
・読み取ったことをふまえて、自分の思いや考えを
深める。
・自分自身を客観視し、認識を深める。
・必要な情報を集め、整理し、わかりやすくまとめ
る。

5

8

・科目について理解を深める。
・論理について理解する。

〇 ◎

知

◎ ○

思 態

前
期

（
第
Ⅰ
期

） ○8
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2 〇 ◎ 〇

5 〇 ◎ 〇

7 〇 ◎ 〇

11 17 〇 ◎ 〇

◎

・進路で必要とされる書類についての概要を知り、
それぞれの目的をつかむ。
・必要な情報を集め、それらを適切に結びつけて、
相手の印象に残る志望理由書を書く。
・自分を客観的に見つめ、材料を膨らませて、説得
力のある自己推薦書を書く。

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元テスト

【第１部】論理を培う
７　比べて読む
情報を比較整理する
「言葉の揺れ」を認めるか
紙の本はなくならない
情報化と紙の本のゆくえ
比べて読もう
情報整理の方法

情報を比較・整理する方法について考えを深め
る。
・情報を比較・整理しながら、異なる立場の主張を
読み取る。
・異なる立場の文章を比べて読み、考えを深める。
・対比の役割を意識して本文を読み、論理の展開
をとらえる。
・異なる立場の文章を比べて読み、考えを深める。
・具体例の役割や根拠に注意しながら筆者の主張
を読み取る。
・二つの文章を比べて読み、自分の考えをもつ。

【第２部】論理を活用する
３　社会に向かって
志望先への提出書類
志望理由を書こう
自己推薦書を書こう

11 〇 ◎

○8 ○

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元テスト

・根拠を明示しながら論理的に主張を書く。
・接続表現を適切に使って、論理的な文章を書く。
・基本的な小論文の型を理解する。
・反論を想定し、説得力のある小論文を書く。
・推敲の観点を知り、文章を改善する。

7 〇 ◎ 〇

8

9

【第１部】論理を培う
６　統計資料を活用する
文章と資料を関連づけて読む
量の時代から質の時代へ
若者の「海外旅行離れ」は本当か
統計資料を活用しよう
グラフの種類と特徴

・文章と統計資料の関係について考えを深める。
・さまざまな統計資料を本文と関連づけながら読
む。
・統計資料と筆者の主張の関係を的確にとらえる。
・文章と統計資料の関係を的確に読み取る。
・データのまとめ方によって、主張が変わることを理
解する。
・統計資料の特徴をとらえ、必要な情報を的確に
つかむ。
・主張の根拠となるように、統計資料を効果的に活
用する。

6

【第１部】論理を培う
レポートを書く

・具体的なレポートのテーマを決め、問いを立て
る。
・適切な調査方法を選び、レポートに必要な情報を
集める。
・集めた情報をレポートで使えるように整理分類す
る。
・読者を意識し、構成や記述に配慮しながら読み
やすく分かりやすいレポートを書く。

6

6

〇

〇

10

【第２部】論理を活用する
５　問いを深めて書く(小論文②)
統計資料を読んで書こう

・統計資料から小論文で取りあげる論点を的確に
見いだす。
・統計資料のデータを適切に引用して自分の主張
を書く。

4 〇 ◎

◎

【第１部】論理を培う
５　論理的に書く(小論文①)

○

要約の方法 ・文章のキーワードや、主張と根拠の関係を的確に
とらえて要約する。

〇

〇 ◎

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

【第２部】論理を活用する
７　未来に目を向けて
未来の地図帳

・日本社会や世界が抱える課題に関心をもち、考
えを広げたり深めたりする。
・本文中の数値や地図を的確に読み取り、筆者の
主張をつかむ。

【第２部】論理を活用する
７　未来に目を向けて
身近な課題に取り組み、社会に提
言しよう

・身近なテーマから課題を設定し、目的に応じて適
切な情報を集める。
・集めた情報を整理し、説得力のある提言をまとめ
る。

〇

7

【第１部】論理を培う
４　主張をつかむ
主張と根拠を考える
例題　文化としての科学
人工の自然

・主張と根拠の関係を意識しながら、筆者の主張を
読み取る。
・主張と根拠の関係を意識して本文を読み、論理
の展開をとらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意しながら、要旨
を把握する。
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10 〇 ◎ 〇

1

4575 120

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元テスト

12

【第２部】論理を活用する
６　現代を考える
政治の本質
「である」ことと「する」こと
話し合って考えを深めよう

・筆者の主張をふまえて、現代社会についての考
えを深める。
・発想のしかたや論理の展開に注意して、筆者の
主張を読み取る。
・筆者の主張をふまえて、現代社会についての考
えを深める。
・対比の役割を意識して本文を読み、筆者の主張
を的確につかむ。
・文章を読み、多様な視点からとらえ直すことで、
考えを深める。
・関心をもったテーマに関する文章や資料を読み、
自分の考えや解釈を深めて、意見文にまとめる。

10

授業時数合計領域別授業数小計

〇

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

◎

【第２部】論理を活用する
４　視点を変えて
人類の進化から考える「心」の誕生
ロボットに心はあるか
クオリアと心
複数の文章を比較し、分析しよう
考えを整理する方法

・複数の文章を比較・分析しながら読み、考えを深
める。
・問題提起と答えの関係を的確にとらえ、自分の考
えをもつ。
・複数の文章を比較・分析しながら読み、考えを深
める。
・具体例と主張の関係をとらえ、自分の意見をも
つ。
・複数の文章を比較・分析しながら読み、考えを深
める。
・独特の概念や筆者の主張を的確にとらえ、自分
の考えをもつ。
・特定のテーマについて複数の文章を比較・分析
し、考えを深める。
・複数の文章を読んで考えたことを、論点を明確に
して書く。

〇
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科目

教科書

副教材

学
期
月 話 書 読 知 思 態 評価方法

1 ◎ 〇
・学習活動への取り組み
・ワークシート

2 ◎ ○

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト

使用なし

使用なし

教科 国語 国語課題研究

単位数 ２単位

学年
必・選

３年次　総合教養コース
選択履修科目

○ ◎ ○

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

教科の目標

　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。
（1）生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。
（2）生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。
（3）言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

科目の目標

　言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。
（1）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする 。
（2）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，実社会における他者との多様な関わり
の中で伝え合う力を高め,自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（3）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う 。

知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】評価の観点

趣    旨

　実社会に必要な国語の知識や技能を
身に付けようとしている。

　「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，の
各領域において，論理的に考える力
や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，地域課題を探求する
中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることが
できるようにしている。

　言葉を通じて積極的に地域課題
の探求に取り組んだり、思いや考
えを広げたり深めたりしながら、言
葉がもつ価値への認識を深めよう
としているとともに、進んで読書に
親しみ、言葉を効果的に使おうと
している。

○ ◎

履修上の注意

①授業で使用するもの…ファイル，ジャンプアップ高校漢字問題集，chromebook，（補助教材：国語表現教科書）
　　　　　　　　　　　　　　　→配布されたプリントはすべてファイルしてください。
②忘れ物…授業が始まる前に必ず申し出てください。
③授業…協働により授業を進めます。
④評価…学習活動への取り組み，ワークシート，小テスト，単元課題
　　　　　　→単元課題は必ず提出期限を守ってください。
　　　　　　→評価のキーワード「取り組み→改善→完成」

科目オリエンテーション
【話す・聞く】情報収集
・他己紹介をしよう

・科目について理解を深める。
・聞きたいことを明確にし、質問のしかたや話し方
を工夫しながらインタビューする。

単元・学習内容

【書く】表現
・１枚で自分を伝える
　名刺をつくろう

・情報収集における基本事項を確認し、実際に情
報を集めてみる。
・学校図書館や町立図書館を利用し、図書館を
使った調べ学習ができるようになる。
・さまざまなデータベースを使い、必要な情報の探
り方を身につける。

【書く】情報収集・検証・分析・表現
・学校ポスターをつくろう

・読み手の心を動かすことができるような効果的な
キャッチコピーを書く。
・伝えたいことが効果的に伝わるよう、レイアウトや
デザインを工夫してポスターを作る。

年間指導計画 時数 評価計画

学習活動・学習のねらい

・伝えたいことが効果的に伝わるよう、レイアウトや
デザインを工夫して名刺を作る。

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元課題

4

【書く】情報収集
・情報収集の仕方
・図書館を使った調べ学習
・さまざまなデーターベースを使おう
・データを読む

6

5

6
6 ○

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト

- 5 -



9

6 ○ ◎ ○

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元課題

4 ○ ◎ ○

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・単元課題

1 2 ○ ◎ ○

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・単元課題

1842 60

○ ◎

〇 ◎

【書く】テーマ設定・情報収集・整理・表
現
・情報を集める技術を応用して、パス
ファインダーをつくろう

【話す・聞く】課題設定・情報収集
・課題を設定する
・フィールドワークに出かけよう
→電話のかけ方・インタビューの仕方・
アンケートの取り方

【書く】情報収集・整理分析
・さまざまなデータベースを用いて情報
を収集する
・情報を整理し、分析する

【書く】まとめ・表現
・解決策の妥当性を検証する
・レポートの形でまとめる

・自分が設定したテーマについて、レファレンスの
ためのパンフレットをつくろう。
・情報を取る技術を磨き、パスファインダーが見る
人にとってわかりやすいように工夫する。

5

5

・現状と目標のギャップを捉え、課題意識を持つ。
・地域への取材やフィールドワークを行うにあたっ
て、取材申し込みの仕方や他者のとコミュニケー
ションを習得し、情報を集める。

・RESASなどを使用し、さまざまなグラフや表の読
み方を身につける。
・集めたデータを検証し、問題解決を見通して整
理する。
・整理した情報を多様な視点から分析する。

10

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

6

7

8

後
期

(

第
Ⅲ
期

)

12

【話す・聞く】表現
・1年間の学習を振り返り発表しよう

10

○

○11

・原稿を書き、聞き手に伝わるように発表の
内容を組み立てる。

・課題に対する解決策が妥当かどうか考える。
・レポートの書き方を習得し、相手に伝わりやすい
ように工夫する。 8 〇 ◎

○ ◎

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元課題

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元課題

○

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元課題

〇

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元課題

・学習活動への取り組み
・ワークシート
・小テスト
・単元課題

領域別授業時数小計 授業時数合計

・レポートについて何ができて、何ができていない
か把握する。
・研究のプロセスを検証し、ブラッシュアップさせ
る。

5

【話す・聞く】表現
・発表に向けて資料の準備をする

・ICT機器を使い、聞き手にわかりやすい表現を用
い課題研究をまとめる。

【話す・聞く】表現
・校内実践発表会

・聞き手に伝わるように話す能力を身に付ける。

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

【書く】振り返り・考えの更新
・課題に対する相互評価をする
・自分の探究の全体を吟味する
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科目

教科書

副教材

履修上の注意

(1) オリエンテーション時に示す「授業のルール」を守り，積極的に授業中の活動に取り組んでください。
(2) 授業で利用するペーパー類は，Web 上での配布となります。紙媒体として持っておきたいときには，所属校
の担当の先生に相談してください。
(3) 適宜，ペアワークやグループワークを行います。相手の意見や主張を尊重しつつ，自らの意見や主張を積
極的に発信していきましょう。
(4) 授業中，主に教科書・演習ノートを使用して授業を行います。説明の内容や疑問に思ったことはノートを準
備しメモとるなどの工夫をしてください。
(5) 普段から，「なぜ」「どうして」という姿勢で授業に能動的に参加しましょう。
＜遠隔授業について＞
(1) 授業者は対面授業時を除き，基本的に配信校から授業をします。授業中の質問や疑問等については随時
対応しますが，申し出にくい場合などについては，教室にいる受信担当の先生に申し出ても構いません。
(2) 授業者が現地にいない分，皆さんの積極的な活動がより一層重要になります。メリハリをもって活動したり，
わからないところを互いに教え合ったりすることは特に重要です。ぜひ，一緒に授業を「作っていく」つもりで参
加してください。
(3) その他の遠隔授業の特性についてはオリエンテーション時に説明します。
(4) 授業について，不安なことや気になること，配慮して欲しいことなどがあれば，可能な範囲で個別対応しま
す。直接相談しにくい場合は， クラスルームなどを利用してもらっても構いません。
(5) 授業では常に持ち込み端末を利用します。各自で Google の学校（公式）アカウントの設定や充電を忘れな
いようにお願いします。

教科 地理歴史 地理探究

単位数 ３単位 地探702「新詳地理探究」（帝国書院）

学年
必・選

３年次
選択履修科目

「新詳高等地図」（帝国書院）
「新詳地理探究演習ノート」（帝国書院）

教科の目標

　社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバ
ル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
（2） 地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。
（3） 地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土
や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

科目の目標

　社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に
立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な
公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特
色や課題などを理解するとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
（2） 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依
存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，系統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し
たり，それらを基に議論したりする力を養う。
（3）地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に探究しようとす
る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の
国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深
める。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

　環境，産業，交通，貿易，人口，都
市，文化などに関わる地理的諸事象
を項目別に空間的な傾向や規則性，
関連する課題の要因などを系統地理
的に理解し，既存の地理的デジタル
技術の活用ができること。

　地理的諸事象の意味や意義，特
色・相互関連を，位置や分布，場
所，人間と自然環境との空間的相
互依存関係などに着目して，得た
知識や技能を活用して多面的・多
角的に考察できること。および，考
察したことを効果的に説明し，議
論できること。

　20％時間を有効に活用し，地誌
的考察で得た知識を現代的な地球
規模の課題に結びつけられること。
これらを持続可能性という観点から
探究課題を自ら設定し，他者への
発信を行うことができること。
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学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

1

12○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

12○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

1 ◎ ○ ○

4 ○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

10○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

4 ○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

1 ◎ ○ ○

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

地球上では，さまざまな環境問題が発生している。
地球環境問題を解決して，地球と人類が共存でき
る持続可能な社会をつくり出すためには，どのよう
な考え方で，どのような取り組みをすればよいのか
を理解・考察させる。

農林水産業は，自然条件の影響を受けるとともに，
社会条件の変化に伴って変容してきた。農林水産
業の分布や発達には，どのような傾向や規則性が
みられるのかを理解・考察させる。

食料の分配は，世界全体をみると著しい偏りがあ
る。飽食や飢餓がみられるのは，それぞれどのよう
な地域だろうか。また，その原因は何かを理解・考
察させる。

○地球環境問題
●第1章　自然環境
1　地球環境問題とは
2　さまざまな地球環境問題
3　地球環境問題の解決に向
　　けた取り組み

○農林水産業
1　農業の発達と分布
2　農業の地域区分
3　現代世界の農業の現状と課
　　題
4　日本の農業の現状と課題
5　世界と日本の林業
6　世界と日本の水産業

○食料問題
●第２章　資源と産業
1　世界の食料問題
2　日本の食料問題

◇単元テスト

○オリエンテーション
１　ガイダンス

・科目の目標や年間計画を理解させる。
・各自の端末（PC等）の利用方法を説明する。
・中学校までの学習内容を確認するとともに、地理
を学ぶ意義を理解させる。

◇単元テスト

□対面授業

○地形
●第1章　自然環境
1　地形の成因と地球表面の起
　　伏
2　地球規模の大地形
3　河川流域と海岸にみられる
　　小地形
4　そのほかの特徴的な小地形

○気候
●第1章　自然環境
1　気候の成り立ち
2　気候と生態系
3　世界の気候区分
4　さまざまな気候帯
5　気候変動と異常気象

地球表面には，地球規模の大地形や，河川が形成
した小地形などのさまざまな地形がみられる。それ
ぞれの地形には，どのような特徴や成因があり，人
間活動とどのように関わっているのかを理解，考察
させる。

気温や降水量，風などの気候要素は地域によって
異なるため，地球上の生態系はさまざまである。気
候の違いは，どのような要因で生まれるのだろうか。
また，人々の生活にどのような影響を与えているか
を理解・考察させる。

４
・
５

６
・
７
・
８

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

前
期

（
第
Ⅱ
期

）
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8 ○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

4 ○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

12○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

9 ○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

1 ◎ ○ ○

10○ ○ ○

・学習活動の観察
・演習ノート
・言語表現活動
・テスト

1

世界のエネルギー・鉱産資源の分布には，大きな
偏りがある。エネルギー・鉱産資源は，どのようにし
て生活や産業に利用され，生産や消費の不均衡を
なくすためにどのようなことが行われているかを理
解・考察させる。

これまでの資源・エネルギー問題は，限りある資源
をどのように利用するかという考え方であった。今
後，資源・エネルギー問題を解決し，持続可能な社
会を実現するためには，どのような考え方が必要か
を理解・考察させる。

◇単元テスト

第2部　地誌的考察の自学を踏まえ世界や日本の
なかの持続可能性に取り組む事例を探究し、調査・
研究・発表活動をさせる。

工業は，さまざまな製品を生み出し，人々の生活や
産業の発展を支えてきた。世界の工業はどのように
発展し，現在はどのような工業分野や地域が中心と
なり，どのように変わろうとしているのかを理解・考察
させる。

経済が発展すると，物やサービスへの需要が高ま
るため，第3次産業が主力の産業となる。第3次産
業の現状はどのようになっているのかを理解・考察
させる。

○工業
●第２章　資源と産業
1　工業の発達と種類
2　工業の立地
3　世界の工業地域
4　現代世界の工業の現状と課
　　題
5　工業の知識産業化とスター
　　トアップ企業
6　日本の工業

○第3次産業
●第２章　資源と産業
1　経済発展と第3次産業
2　商業の現状と変化
3　商業以外のさまざまな第3
　　次産業

◇単元テスト

○探究学習の総括
●現代世界におけるこれから
の日本の国土像
●持続可能な国土像の探究
※各自選択

□対面授業

○エネルギー・鉱産資源
●第２章　資源と産業
1　エネルギー資源の種類と利
　　用
2　化石燃料の分布と利用
3　電力の利用
4　鉱産資源の種類と利用

○資源・エネルギー問題
●第２章　資源と産業
1　資源・エネルギーをめぐる課
　　題
2　日本の資源・エネルギー問
　　題

９
・
１０
・
１１

１２
・
１

後
期

(

第
Ⅲ
期

)

後
期

（
第
Ⅳ
期

）
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

1 ◎

4 ○ ○ ◎

8 ○ ○ ◎

1 ◎ ◎

4 ○ ○ ◎

1 ◎ ◎

4 ○ ○ ◎

6 ○ ○ ◎

1 ◎ ◎

・授業態度
・発問評価
・グループワーク
・教具準備
・ワーク内容
・テスト

テスト③

6

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

第２編 中世の日本と世界
第１章　中世への転換と歴史的
環境
第２章　歴史資料と中世の展望

政治主体や土地支配の変容を基に古代から中世へ
の時代の転換を理解する。

第３章　中世の国家・社会の展
開と画期
第１節　武家政権の成立と展開

武家政権の成立と展開，産業の発達，宗教や文化
の展開などを基に，武家政権の伸長，中世の社会
や文化の特色を理解する。

趣    旨

我が国の歴史の展開に関する諸事象
について，地理的条件や世界の歴史
と関連付けながら総合的に捉えて理
解しているとともに，調査や諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめてい
る。

学年
必・選

３年次
選択履修科目

「高等学校　日本史探究　ワークノート」（清水書院）
「プロムナード日本史」（浜島書店）

教科の目標

　社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
(2)地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり， 社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，そ
れらを基に議論したりする力を養う。
(3)地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴
史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

我が国の歴史の展開に関する事
象の意味や意義，伝統と文化の特
色などを，時期や年代，推移，比
較，相互の関連や現在とのつなが
りなどに着目して，概念などを活用
して多面的・多角的に考察したり，
歴史に見られる課題を把握し，そ
の解決に向けて構想したり，考察，
構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりしてい
る。

我が国の歴史の展開に関する諸事
象について，国家及び社会の形成
者として，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に解決しようとし
ている。

科目の目標

・我が国の歴史の展開に関する諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて
理解し，調査や諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ，まとめる。
・我が国の歴史の展開に関する事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，歴史的な見方・考え方を働かせ
て多面的・多角的に考察，構想，表現する。
・我が国の歴史の展開に関する諸事象について，よりよい国家や社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよ
うとする態度を養うともに，我が国や他国の伝統や文化を尊重する。

評価の観点 知識・技能【知】 思考力・判断力・表現力【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

教科 地理歴史 日本史探究

単位数 ３単位 日探704「高等学校　日本史探究」清水書院

履修上の注意

①ワークはテスト終了時に必ず集めます。それ以外も提出を求める場合があります。
②教具を忘れた場合は授業が始まる前に職員室へ報告しに来てください。
③授業には教科書・ワーク・資料集・クロームブックを準備して下さい。

第２節　古代国家の推移と社会
の変化

貴族政治の展開，平安期の文化，地方支配の変化
や武士の誕生などを基に，律令体制の再編と変容，
古代の社会と文化の変容を理解する。

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

授業開き　シラバス説明　都道府県　小テスト

テスト①

5

・授業態度
・発問評価
・グループワーク
・教具準備
・ワーク内容
・テスト

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

4

テスト②

第１編　原始・古代の日本と東アジ
ア
第１章　黎明期の日本列島と歴史
的環境
第２章　歴史資料と原始・古代の展
望

黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成，原
始社会の特色を理解する。

第３章　古代の国家・社会の展
開と画期
第１節　古代国家の形成と東ア
ジア

国家の形成と古墳文化,律令体制の成立過程と諸
文化の形成などを基に，古代の政治・社会や文化
の特色を理解する。
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7 9 ○ ○ ◎

1 ◎ ◎

4 ○ ○ ◎

8 ○ ○ ◎

1 ◎ ◎

7 ○ ○ ◎

1 ◎ ◎

11 4 ○ ○ ◎

14○ ○ ◎

1 ◎ ◎

4 ○ ○ ◎

5 ○ ○ ◎

1 ◎ ◎

・授業態度
・発問評価
・グループワーク
・教具準備
・ワーク内容
・テスト

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

・授業態度
・発問評価
・グループワーク
・教具準備
・ワーク内容
・テスト

10

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

第３章　近世の国家・社会の展
開と画期
第１節　幕藩体制の成立と近世
の社会

支配秩序や対外関係，技術・産業・文化の展開など
を基に，幕藩体制の確立や近世の社会と文化の特
色を理解する。

第２節　幕藩体制の動揺と社会
の変化

政治体制や社会の動揺，産業・学問の発展，庶民
の生活や文化などを基に，幕藩体制の変容，庶民
の生活と文化の特色，近代化の基盤の形成を理解
する。

テスト⑥

テスト⑤

9

8

・授業態度
・発問評価
・グループワーク
・教具準備
・ワーク内容
・テスト

12

1

第２節　政党政治と大衆社会 第一次世界大戦，社会運動の動向，政党政治など
を基に，政治参加の拡大の意義，アジアや欧米諸
国との関係の変容，大衆社会の形成を理解する。

テスト⑧

第４編　近現代の地域・日本と
世界
第１章　近代への転換と歴史的
環境
第２章　歴史資料と近代の展望

対外関係や政権の転換を基に近世から近代への時
代の転換を理解する。

第３章　近現代の地域・日本と
世界の画期と構造
第１節　近代国家の形成

明治維新，自由民権運動，大日本帝国憲法の制
定，文明開化の風潮，条約改正などを基に，立憲体
制への移行，国民国家の形成，アジアや欧米諸国
との関係の変容を理解する。

産業革命の展開，学問の発展や教育制度の拡充，
社会問題の発生などを基に，産業の発展の経緯と
近代文化の特色を理解する。

テスト⑦

第２節　武家政権の変容と中世
の社会

政治や文化の多元化，多様化，国際関係の変化な
どを基に，地域権力の成長，社会の変容と文化の
特色を理解する。

テスト④

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

第３編 近世の日本と世界
第１章　近世への転換と歴史的
環境
第２章　歴史資料と近世の展望

政治・経済政策や対外関係を基に中世から近世へ
の時代の転換を理解する。

- 11 -



科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

1

4 ◎ ○ ○

1 ◎ ◎ ◎ 記述の評価

7

第１部現代日本の政治・経済
第１編　現代日本の政治
第１章　現代国家と民主政治

・政治，国家，法のあり方について考える。
・基本的人権の歴史的発展や法の支配について理解す
る。
・民主政治のしくみと課題を理解したうえで，権力分立と
立憲主義の重要性を理解する。
・各政治制度の特徴を理解する。

8 ○

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

授業開き　シラバス説明

4

前
期

（
第
Ⅰ
期

） 5

6

記述の評価（タブレッ
ト端末・プリント・ノー
ト）
発言・行動による評価

記述の評価（タブレッ
ト端末・プリント・ノー
ト）
発言・行動による評価

○ ○

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

7 ◎

趣    旨

　社会の在り方に関わる現代の諸課
題の解決に向けて探究する手掛かり
となる概念や理論などについて理解
しているとともに、諸資料から、社会の
在り方に関わる情報を適切かつ効果
的に調べまとめている。

　国家及び社会の形成者として必
要な選択・判断の基準となる考え
方や政治・経済に関する概念や理
論などを活用して、現実社会に見
られる複雑な課題を把握し、説明
するとともに、身に付けた判断基
準を根拠に構想する力や、構想し
たことの妥当性や効果、実現可能
性などを指標にして議論し公正に
判断して、合意形成や社会参画
に向かおうとしたりしている。

　国家及び社会の形成者として，よ
りよい社会の実現のために，現実
社会の諸課題を主体的に解決しよ
うとしている。

履修上の注意
ワークは適宜回収しチェックしますので、いつでも提出できる状態にしておいて下さい。
教具を忘れた場合は授業が始まる前に報告しに来てください。

第2章　日本国憲法と基本的人権 ・日本国憲法の成立過程を踏まえつつ，明治憲法との違
いを理解する。
・日本国憲法の基本原理を理解したうえで，憲法の改正
手続きについて考える。
・自由権、平等権、社会権の内容について理解する。
・新しい人権、公共の福祉について理解する。
・日本の安全保障政策の展開について理解する。
・こんにちの安全保障政策の課題について理解する。

第３章　日本の政治制度と政治参
加

・国会の役割や権限について理解する。
・内閣の権限と議院内閣制について理解する。
・司法制度のあり方や司法参加の意義について理解す
る。
・地方自治の本旨や住民の権利について理解する。
・地方がかかえる課題について理解する。
・日本の政党政治の特徴と課題について理解する。
・日本の選挙制度の特徴と課題について理解する。
・マス･メディアや市民運動の意義について理解する。

小テスト

○ ○

科目の目標

　社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活
動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会
の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)社会の在り方に関わる現代の諸課題の解決に向けて探究する手掛かりとなる概念や理論などについて理
解するとともに、諸資料から、社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける
ようにする。
(2)国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論など
を活用して、現実社会に見られる複雑な課題を把握し、説明するとともに、身に付けた判断基準を根拠に構想
する力や、構想したことの妥当性や効果、実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して、合意形成や
社会参画に向かう力を力を養う。
(3)よりよい社会の実現のために，現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される，国民主権を担う公民として、自国を愛し，その平和と繁栄を図
ることや，我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に、より積極的な役割を果たそうとする自覚など
を深める。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

学年
必・選

３年次　総合教養コース
選択履修科目

政経703「最新政治・経済　演習ノート」（実教出版）
「2026　ズームアップ政治・経済資料」（実教出版）

教科の目標

　社会的な見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追求したり解決したりする活動を通じて、広い視野に立
ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公
民としての資質・能力を次のとおりを育成することを目指す。
(1)選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解
するとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
(2)現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正
に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。
(3)よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角
的な考察や深い理解を通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を担う公
民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの
大切さについての自覚などを深める。

教科 公民 政治・経済

単位数 ２単位 政経703「最新政治・経済」（実教出版）
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7

8

1 ◎ ◎ ◎ 記述の評価

3 ◎ ◎
行動評価
プレゼン評価

1 ◎ ◎ ◎ 記述の評価

12 6 ○ ○ ○

記述の評価（タブレッ
ト端末・プリント・ノー
ト）
発言・行動による評価

1 ◎ ◎ ◎ 記述の評価

○7

◎ ◎

2 ◎

3

○

記述の評価（タブレッ
ト端末・プリント・ノー
ト）
発言・行動による評価

記述の評価（タブレッ
ト端末・プリント・ノー
ト）
発言・行動による評価

記述の評価（タブレッ
ト端末・プリント・ノー
ト）
発言・行動による評価

記述の評価（タブレッ
ト端末・プリント・ノー
ト）
発言・行動による評価

行動評価
プレゼン評価

10第２部　現代の国際政治・経済
第１編　現代の国際政治
第１章　現代の国際政治

第2編　現代日本の政治
第1章　現代の経済社会

小テスト

1

9

○ ○

○ ○

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

11

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

○

○

第２章　国際経済の動向と課題 ・本文や図版資料を基に，歴史的な経過を確認する。
・ドーハラウンドにおける先進国と途上国の対立や，二国
間交渉への傾倒などから課題を考える。
・各地域の状況を確認する。
・多角主義の原則から二国間協定への流れ，さらにメガ
FTAの挑戦といった過程を確認する。
・中国とインドについて，その現状と課題を理解する。
・ヒト・モノ・カネが自由に移動した結果，世界はこれまで以
上に緊密化したことを確認する。
・金融危機などの影響もグローバル化し，富の偏在も世界
規模に拡大したことを確認する。
・資源ナショナリズムや新国際経済秩序樹立に関する宣
言などを通して考える。
・途上国間の経済格差について理解する。
・エネルギー資源の歴史と化石燃料が大量消費される背
景を理解する。
・地球温暖化問題をめぐる現状と課題について理解する。
・援助と開発の過程について確認する。

第２編　現代の国際経済
第１章　国際経済理論

・比較生産費説を検討して考える。
・貿易収支の数値から一国の貿易の動向を確認する。
・外国為替市場における需要と供給の関係を確認する。
・具体的な事例を基にして為替相場の動向が経済に与え
る影響を考える。

第３編　国際社会における諸課題
の探究

・取り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させ
て多面的・多角的に考察，構想し，よりよい社会の在り方
についての自分の考えを説明，論述する。

◎

小テスト

・国内政治や国内法との比較で考える。
・二度の世界大戦が国際法と国際政治に与えた影響につ
いて考える。
・主要機関や専門機関の働きから考える。
・安保理改革などを材料に国際連合の課題を考える。
・国際社会の力学の変化を考える。
・大国の動向や，国家対国家の枠組みに収まらない対立
構造について考える。
・ナショナリズムや自民族中心主義との関係から考える。
・冷戦による対立構造と安全保障のジレンマを確認する。
・核兵器禁止条約の採択に向けた動きを参考に考える。
・とくにアジア諸地域の信頼回復の経緯を確認する。
・人間の安全保障の観点から考える。

第３編
現代日本における諸課題の探究

・取り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させ
て多面的・多角的に考察，構想し，よりよい社会の在り方
についての自分の考えを説明，論述する。

・経済的な効率性と公平性の対立関係について考える。
・経済的な課題への対応を考える。
・経済主体を理解する。市場メカニズムを考える。
・市場の効率性と公平性はどのように調整されるべきか考
える。
・企業の役割と社会的責任について考える。
・NIから三面等価の原則について考える。
・経済成長と私たちの豊かな生活について考える。
・金融を通した経済活動の活性化について考える。
・中央銀行の役割について理解する。
・財政の持つ様々な役割について考える。
・納税者としての立場から租税のあり方について考える。
・これからの財政のあり方を考える。

8 ○

第２章　現代の日本経済と福祉の
向上

・歴史的な事象が日本経済に与えた影響を考える。
・人口減少社会と格差・貧困が与える影響を考える。
・経済の二重構造に注目して日本経済を考える。
・社会とのかかわりに着目して，の中小企業の姿を考え
る。
・農業の自由化を背景として改革が進められている農政
について考える。
・契約の権利と責任の関係を考える。
・経済成長と公害問題との関係を考える。
・法制度の整備のほか，消費者の行動について考える。
・労働法の整備状況や，職場の人権保障について考え
る。
・日本的雇用形態の変化や，ワーク・ライフ・バランスにつ
いて考える。
・諸外国の制度との比較も含めて考える。
・少子高齢化や日本の財政の現状も踏まえながら，今後
の課題を理解する。

7 ○

小テスト
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

1 ◎ ◎

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

単元テスト①
6

履修上の注意

評価計画

単元・学習内容

4

第４章　三角関数
第１節　三角関数
第２節　加法定理

18◎ ◎ ◎

5

年間指導計画

学習活動・学習のねらい

弧度法と度数法のかきかえを学び、扇形の弧の長
さや面積を求められるようにする。
三角関数のグラフや周期性について理解し、性質
や関係性について理解を深め、活用できるようにす
る。
三角関数の相互関係を理解し、等式の変形や証明
を導くことができる。
三角方程式や不等式を解くことができる。
加法定理およびそれを用い多計算をできるように
する。
三角関数の合成を行うことで、複雑な式を簡潔にま
とめることができる。

教科の目標

科目の目標

評価の観点 知識・技能【知】

趣    旨

・いろいろな式，図形と方程式，指数
関数・対数関数，三角関数及び微分・
積分の考えについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解してい
る。
・事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする
ことに関する技能を身に付けている。

教科 数学

単位数 3単位

学年
必・選

3年次　必履修科目

数学Ⅱ

数Ⅱ711「新編数学Ⅱ」（数研出版）

「新課程　３TRIAL　数学Ⅱ」（数研出版）

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。
(1) 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
(3) 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。
（2）数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の図形に
ついて構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に考察し
たりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，
事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。
（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問
題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】
数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等
式が成り立つことなどについて論理的に考察
する力，座標平面上の図形について構成要
素間の関係に着目し，方程式を用いて図形
を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性
質を論理的に考察したりする力，関数関係に
着目し，事象を的確に表現してその特徴を数
学的に考察する力，関数の局所的な変化に
着目し，事象を数学的に考察したり，問題解
決の過程や結果を振り返って統合的・発展
的に考察したりする力を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用し
ようとしたり，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようと
している。
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9 1 ◎ ◎

4 ◎ ◎ ◎

4 ◎ ◎ ○

10 11◎ ○ ○

9 ○ ◎ ○

1 ◎ ◎

6 ◎ ○ ◎

8○ ◎ ◎

1◎ ◎単元テスト④

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

9

第６章　微分法と積分法
第１節　微分係数と導関数

２節　関数の値の変化

関数の増減と極大・極小

11

方程式・不等式の応用

8
・
9

常用対数

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

12
.
1

　第３節　積分法
不定積分
定積分

面積

常用対数を用いて桁数を求めたり、文章題を解い
たりできるようにする。

平均変化率は具体的な事例を通して考察し、意味
を理解し、整理できるようにする。
微分係数の意味を理解し、整理できるようにする。
導関数については微分係数との関係性を確かめな
がら理解し、関数の和、差など求められるようにす
る。

微分係数を利用して関数のグラフの接線の方程式
を求める。

増減表を用いて３次関数のグラフをかけるようにす
る

3次関数のグラフを利用し方程式・不等式を解ける
ようにする。

微分の逆の演算として不定積分を求められるようす
る。
定積分について理解し、整理できるようにする。

図形で囲まれた部分の面積を積分を用いて求めら
れるようにする。

単元テスト②

6

単元テスト③

◎ ○

◎ ◎

◎

第５章　指数対数と対数関数
1節　指数関数 12◎

指数を正の整数から有理数まで拡張し活用できる
ようにする。
底が簡単な数値の指数関数を扱い、関数値を求め
グラフを書き特徴を理解する。
指数法則を利用し、方程式や不等式を解けるように
する。

○5

7
２節　対数関数

9 ◎ ◎

指数関数と対数関数の関係性を理解し、整理でき
るようにする。
対数の性質を理解し計算できるようにする。
対数の性質を理解し、方程式・不等式を解けるよう
にする
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

1 ○

6 1 ◎ ◎

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

「新課程　３TRIAL　数学B」（数研出版）

数B712「新編数学B」（数研出版）

数学B

・数学のよさを認識し数学を活用しようと
したり，粘り強く柔軟に考え数学的論拠
に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり，評価・改善したりしようとしてい
る。

主体的に学習に取り組む態度【態】
離散的な変化の規則性に着目し、事象を数
学的に表現し考察する力、確率分布や標本
分布の性質に着目し、母集団の傾向を推測
し判断したり、標本調査の方法や結果を批判
的に考察したりする力、日常の事象や社会の
事象を数学化し問題を解決したり、解決の過
程や結果を振り返って考察したりする力を身
につけている。

思考・判断・表現【思】

単元テスト①

履修上の注意

評価計画

単元・学習内容

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

4

第１章　数列
第１節　等差数列と等比数列

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

等差数列 5 ◎ ◎ ◎

5
　
等比数列

6 ◎ ◎ ◎

教科の目標

科目の目標

評価の観点

趣    旨

・統計的な推測では数学Ⅰで学習した分散、標準偏差、数学Aでは組合せ、確率の知識が必要になります。

・数列、統計的な推測についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解して
いる。
・数学と社会生活の関わりについて認識を
深めている。
・事象を数学化したり、数学的に表現・処
理したりすることに関する技能を身につけ
ている。

知識・技能【知】

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数列、統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表現し考察する力、確率分布や標本分布の性質に着目し、母集団
の傾向を推察し判断したり、標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養う。
（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、　問題解決
の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

年間指導計画

等比数列の意味を理解し、一般項やその和を求め
られるようにする。

等差数列の意味を理解し、一般項やその和を求め
られるようにする。

数列の意味を理解する。
一般項の意味を理解し、求められるようにする。

学習活動・学習のねらい

教科 数学

単位数 ２単位

学年
必・選

３年次　総合教養コース
選択履修科目
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3 ◎ ◎ ◎

3 ◎ ◎ ◎

8 3 ◎

9 1 ◎ ◎

9 7 ◎ ○ ◎

10

1 ◎ ◎

12
・
１

10◎ ◎ ○

1 1 ◎ ◎

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

第２章統計的な推測
第１節　確率分布

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

確率変数の和と積
二項分布
正規分布

12◎ ◎ ◎

11

・確率変数の和や積を考察し、期待値、分散、標準
偏差を求めることができる。
・二項分布に従う確率変数の期待値や分散、標準
偏差を求めることができる。
・標準正規分布に従う確率変数Zについて、標準正
規分布表を用いて確率を求めることができる。

数学Ⅰ、数学Aで既習事項の分散、標準偏差、期
待値から、確率変数における期待値、分散、標準
偏差を求めることができる。

単元テスト③

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

母集団と標本
標本平均の分布
推定
仮説検定

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

単元テスト④

・標本調査の考え方について理解を深める。
・正規分布を用いた区間指定及び仮説検定の方法
を理解することができる。

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

7

階差数列

漸化式

数学的帰納法

単元テスト②

数学的帰納法を用いて証明することができる。

隣り合う２項間の規則性を理解し、一般項を求めら
れるようにする。

階差数列について理解し、一般項を求められるよう
にする。

Σ（シグマ）の意味を理解し活用できるようにする。 ◎ ○

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

6
第２節　いろいろな数列
和を表す記号

6 ◎
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

4 6 ◎ ○ ○

7 ◎ ◎ ◎

1 ◎ ◎

教科の目標

科目の目標

評価の観点

趣    旨

教科 数学

単位数 ２単位

学年
必・選

３年次　総合教養コース
選択履修科目

知識・技能【知】
・ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し
ている。
・数学的な表現の工夫について認識を深めてい
る。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりすることに関する技能を身

に付けている。

履修上の注意

評価計画

単元・学習内容

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

１　ベクトル
２　ベクトルの演算
３　ベクトルの成分

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

5

４　ベクトルの内積
５　位置ベクトル

内積について理解し、求められるようにする。
線分の内分点、外分点、三角形の重心を位置ベク
トルを用いて表すことができる。

ベクトルは大きさと向きを持つ量であることを理解
し、ベクトルの和、差、実数倍を求められるようにす
る。

学習活動・学習のねらい

単元テスト①

思考・判断・表現【思】
大きさと向きをもった量に着目し，演算法則
やその図形的な意味を考察する力，図形や
図形の構造に着目し，それらの性質を統合
的・発展的に考察する力，数学的な表現を
用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力
を身に付けている。

主体的に学習に取り組む態度【態】

・数学のよさを認識し数学を活用しようと
したり，粘り強く柔軟に考え数学的論拠
に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり，評価・改善したりしようとしてい
る。

数学C

数C710「新編　数学C」（数研出版）

「新課程　３TRIAL　数学C」（数研出版）

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。
(1) 数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
(3) 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。
（1）ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着目
し，それらの性質を統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する
力を養う。
（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

年間指導計画
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6 6 ○ ◎ ○

7 8 ○ ◎ ○

1 ◎ ◎

7 ◎ ◎ ○

8 ○ ◎ ○

1 ◎ ◎

11 6 ◎ ○ ◎

8 ◎ ◎ ◎

1 ◎ ◎

8
.
9

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

第３章複素数平面
１複素数平面
２複素数の極形式

３　ド・モアブルの定理
４　複素数と図形

６　ベクトルの図形への応用
７　図形のベクトルによる表示

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

　空間ベクトル

位置ベクトルを活用することで、図形の性質の考察
において形式的な処理ができることを理解できるよ
うにする。

単元テスト②

単元テスト③

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

単元テスト④

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

10

・複雑な方程式で表される２次曲線を平行移動の
考えを利用して調べようとする
・2次曲線と直線の関係を調べることができる。
・曲線を媒介線数表示できる。
・直線や２次曲線を極方程式で表すことに取り組も
うとする。

・楕円の方程式から、焦点、長軸・短軸の長さを求めること
ができる。
・双曲線の方程式から、焦点、漸近線等を求めることがで
きる。
・複雑な方程式で表される２次曲線を平行移動の考えを
利用して調べようとする。

・ドモアブルの定理を利用して、方程式の解を求める方法
を理解している。
・複素数平面上の図形を複素数の計算を用いて調べる方
法を理解する。

・複素数平面について理解し、それらの事象の考
察に活用出来るようにする。
・複素数が絶対値と偏角を用いて表せることに興
味・関心をもち、進んで考察しようとする。

座標およびベクトルの考えが平面から空間に拡張出来る
ことを理解できるようにする。

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

第４章式と曲線
１放物線
２楕円
３双曲線

・授業態度
・発問評価
・宿題提出
・小テスト
・単元テスト
など

12
・
１

４　２次曲線の平行移動
５　２次曲線と直線
６　曲線の媒介変数表示
７　極座標と極方程式

- 19 -



科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

3 ○ ○ ○

4 ◎ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ◎ ◎ ○

3 ○ ◎ ○

3 ◎ ○ ○

2 ○ ○ ○

4 ◎ ○ ○

4 ◎ ○ ○

7 4 ○ ◎ ○

4

前
期

（
第
Ⅰ
期

） 5

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

6

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・地球の表面は，十数枚のプレートでおおわれているこ
と，境界で様々な地殻変動が起こることを理解する。
・プレート境界では，断層や褶曲などの地質構造が形成
されたり，変成作用が生じたりすることも学ぶ。
・プレート運動の原動力についても理解する。

・地震発生のしくみを，プレート運動と関連付けて学ぶ。ま
た，地震波の性質や，プレート境界と地震の分布の関係
についても理解する。
・日本付近で発生する地震について理解を深めるととも
に，地震によってどのような災害が発生し，どのような対応
が必要かを理解する。

・火山噴火のしくみ，多様な噴火活動と火山地形，マグマ
が発生するしくみを学ぶ。
・火山活動はプレート運動と関連があることを理解する。ま
た，火成岩の特徴や分類についても学ぶ。
・日本における活火山を知り，火山災害への対応だけで
なく，火山の恩恵についても理解する。

教科 理科 地学基礎

単位数 ３単位 地基104-901「改訂版　高等学校　地学基礎」（数研出版）

学年
必・選

３年次　必履修科目 「改訂 ネオパルノート地学基礎」（第一学習社）

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

教科の目標

　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通し
て，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けるようにする。
（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3） 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

科目の目標

　地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，地球や地球を取り巻く環境を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
（1） 日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
（3）地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，自然環境の保全に寄与
する態度を養う。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

　日常生活や社会との関連を図りなが
ら，地球や地球を取り巻く環境につい
ての基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。

　地球や地球を取り巻く環境から
問題を見いだし，見通しをもって観
察，実験などを行い，得られた結
果を分析して解釈し，表現するな
ど，科学的に探究している。

　地球や地球を取り巻く環境に主体
的に関わり，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

履修上の注意

◇単元ごとにファイル・サポートノートを集めます。
◇板書を書き写すときは色ペンを使ったり、見やすい工夫をしてください。

①プレートテクトニクスと地殻
変動

②プレート運動のしかた

第3章　地震

①地震

②地震の分布

第1編　活動する地球

第1章　地球の構造

①地球の形と大きさ

②地球の構造

第2章　プレートの運動

③地震災害

第4章　火山

①火山活動

②火成岩

③火山がもたらす恵みと災
害

・地球の形と大きさの測定のしかた，地球内部の層構造を
理解する。
・測定方法の歴史を踏まえ、構成物質の違いや変形のし
やすさによる違いから分けられることを理解する。
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3 ◎ ○ ○

3 ○ ○ ○

6 ◎ ○ ○

9 6 ◎ ◎ ○

4 ◎ ○ ○

3 ○ ○ ○

5 ◎ ○ ○

4 ○ ◎ ○

3 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

4 ◎ ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

12

1

8

7

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

10

11

・銀河系の構造を理解し，その中の太陽系の位置を学
ぶ。また，ビッグバンで始まった宇宙の誕生と変遷を学
ぶ。

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト

・堆積作用・侵食作用で形成される陸上と海底の地形
や，堆積岩の形成過程を学ぶ。また，土砂災害の種類に
ついても学ぶ。
・地層の重なり方や変形のしかた，堆積構造を観察するこ
とで，地層の本来の層序や堆積環境がわかることを理解
する。

・地球環境と古生物は互いに影響を及ぼしあって変遷し，
現在の姿があることを理解する。
・地球環境や古生物について調べる方法や地質時代の
区分のしかたを理解し，時間の長さを感覚的にとらえる。
また，人類の進化についても学ぶ。

・地球の大気が，気温の変化から4つの層に分けられてい
ることを理解する。特に，対流圏で様々な気象現象のほと
んどが起きていることを学ぶ。
・太陽放射エネルギーと地球のエネルギー収支について
理解する。地球の自然環境は，地球のエネルギー収支の
つりあいの上に成り立っていることを学ぶ。

大気や海水の大循環は，緯度方向の熱収支の不均衡を
是正するためのものであることを理解する。また，長い時
間をかけてめぐる海洋の鉛直方向の循環を学ぶ。
日本の各季節の天気の特徴を理解し，気象災害につい
て学び，防災に役立てる。

・気候の自然変動や人間活動による環境変化を，全地球
的な空間スケール，および長期的な時間スケールでとら
えて理解し，考える力を身につける。環境保全を図りなが
ら，持続可能な開発をする必要があることも学ぶ。
・日本は，特徴的な地形や気候によって，豊かな自然環
境が育まれていることを理解する。一方で，多発する自然
災害に対応する必要があることも学ぶ。

・太陽系を構成する天体について理解を深める。惑星の
特徴，太陽の表面のようすやエネルギー源，太陽の活動
について学ぶ。また，太陽および太陽系の形成過程を学
び，地球に生命が誕生した要因を理解する。

第2編　移り変わる地球

第1章　地層の形成

①堆積作用と堆積岩

②地層の形成

第2章　古生物の変遷と地球環
境

第2章　宇宙の誕生

①宇宙の誕生

第5編　太陽系と宇宙

第1章　太陽系と太陽

・取組状況
・発問評価
・ワークシート
・単元テスト①太陽系の天体

②太陽

③太陽系の誕生と現在の地
球

第4編　地球の環境

第1章　地球の環境と日本の自
然環境

①気候の自然変動

②人間活動による環境変化

③日本の自然環境

②地球全体の熱収支

第2章　大気と海水の運動

①大気の大循環

②海水の運動

③日本の天気と気象災害

①化石と地質時代の区分

②古生物の変遷

第3編　大気と海洋

第1章　地球の熱収支

①大気の構造
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

1 ○

5

8

教科 保健体育 体育

単位数 ３単位 保体701「現代高等保健体育」（大修館書店）

学年
必・選

３年次　必履修科目 「現代高等保健体育ノート」（大修館書店）

教科の目標

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心
と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増 進し豊かなスポーツライフを継続するための資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
 （1） 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を
身に付けるようにする。
 （2） 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに，他者に伝える力を養う。
 （3） 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

科目の目標

　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を
一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を
図るための資質・能力を次のとお り育成することを目指す。
（1） 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに
継続することができるようにするため，運動の多様性 や体力の必要性について理解するとともに，それらの技
能を身に付けるようにする。
（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える 力を養う。
（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する， 自己の責任を果たす，参
画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわ
たって継続して運動に親しむ態度を養う。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

　運動の合理的、計画的な実践に関
する具体的な事項や生涯にわたって
運動を豊かに継続するための理論に
ついて理解しているとともに、目的に
応じた技能を身につけている。

　自己や仲間の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて、課
題応じた運動の取り組み方や目的
に応じた運動の組み合わせ方を工
夫しているとともに、それらを他者
に伝えている。

　運動の楽しさや喜びを深く味わう
事ができるよう、運動の合理的、計
画的な実践に自主的に取り組もうと
している。

履修上の注意

①本校指定のジャージ・ハーフパンツを着用。
②体調管理のために可能な限り、飲み物・着替え・タオルなどを持参。
③破損・怪我防止のために腕時計は取り外し、爪は切っておく。
④体調不良などで見学する場合は事前に職員室へ報告しに来て、授業にはクロームブックを持参する。

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

オリエンテーション・集団行動 ・シラバスの説明を通じて、授業の流れを理解する。
・集団行動を通じて統一感や協調性を身につけ、授業を
効率よく進められるようにする。

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

4

知識の筆記テスト
技能の観察評価
思考のタブレット記述評
価
態度・発言の観察評価
ウォームアップの取組球技（バドミントン） 球技（バドミントン）

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするな
どの多様な楽しさや喜びを味わい、技術などの名称や行
い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方な
どを理解するとともに、作戦や状況に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開する。
・状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きに
よって空間への侵入などから攻防をする。

17○ ○ ○

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

球技（ソフトボール） 球技（ソフトボール）
・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするな
どの多様な楽しさや喜びを味わい、技術などの名称や行
い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方な
どを理解するとともに、作戦や状況に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開する。
・状況に応じたバット操作と走塁での攻撃，安定したボー
ル操作と状況に応じた守備などによって攻防をする

○ ○

6

体育理論 ・豊かなスポーツライフの設計の仕方について，課題を発
見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身
に付けることができる。

7

○17

7

○ ○

知識の筆記テスト
技能の観察評価
思考のタブレット記述評
価
態度・発言の観察評価
ウォームアップの取組

○

知識の筆記テスト
技能の観察評価
思考のタブレット記述評
価
態度・発言の観察評価
ワークの内容評価
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5 ○ ○ ○

知識の筆記テスト
思考のタブレット記述評
価
態度・発言の観察評価
ウォームアップの取組

5 ○ ○ ○

知識の筆記テスト
思考のタブレット記述評
価
態度・発言の観察評価
ウォームアップの取組

11

12

1 5

19○

知識の筆記テスト
技能の観察評価
思考のタブレット記述評
価
態度・発言の観察評価
ウォームアップの取組

○ ○ ○

知識の筆記テスト
技能の観察評価
思考のタブレット記述評
価
態度・発言の観察評価
ウォームアップの取組

○ ○

14

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

10

新体力テスト 新体力テストの事前理解、実施、事後分析

選択①
球技（バレーボール）
器械体操
ダンス

球技（バレーボール）
・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするな
どの多様な楽しさや喜びを味わい、技術などの名称や行
い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方な
どを理解するとともに、作戦や状況に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開する。
・状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きに
よって空間への侵入などから攻防をする。

器械体操
・技がよりよくできたり自己や仲間の課題を解決したりする
な
どの多様な楽しさや喜びを味わい，技の名称や行い方，
体力の高め方，課題解決の方法，発表の仕方などを理解
するとともに，自己に適した技で演技する

ダンス
・感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊ったり，自己や仲
間の
課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い，ダンスの名称や用語，文化的背景と表現の仕方，交
流や発表の仕方，課題解決の方法，体力の高め方などを
理解するとともに，それぞれ特有の表現や踊りを身に付け
て交流や発表をする

体つくり運動 ・体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体つくり運動の
行い
方，体力の構成要素，実生活への取り入れ方などを理解
するとともに，自己の体力や生活に応じた継続的な運動
の計画を立て，実生活に役立てる。

9

陸上競技（長距離） ・ペースの変化に対応して走ることをねらいとし、自らペー
ス変化のあるペースを設定して走ったり，仲間のペースの
変化に応じて走ったりする
・蘭越町ロードレース大会に参加する

体つくり運動 ・体を動かす楽しさや心地よさを味わい，体つくり運動の
行い
方，体力の構成要素，実生活への取り入れ方などを理解
するとともに，自己の体力や生活に応じた継続的な運動
の計画を立て，実生活に役立てる。
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

1

5 ○ ○ ◎

5

7

8

9

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

オリエンテーション ・シラバスの説明を通じて、授業の流れを理解する。

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

4

6

○地域との関りを通じて学ぶ ・地域の人や場所との実際の交流を通じて、スポーツの
力と地域の課題の自ら体感する。
・体験を通して自らの問いや関心を高める。

※グランドゴルフ交流やヨガ体験、幼稚園・保育園交流を
計画しています。前

期

（
第
Ⅱ
期

）

○

○スポーツの価値と地域課題の関
係を考える

・スポーツの価値や多様な可能性に気づき、地域課題と
の接点を見出す。
・地域の現状に目を向け、スポーツの役割について関心
をもつ。

〇スポーツの多様な可能性を広げ
る

趣    旨

スポーツによる地域創生を理解してい
るとともに、体育や保健の見方・考え
方を働かせ課題を発見し、解決に向
けて必要な技能を身に付けている。

地域課題を発見し、スポーツの力
を活用した解決方法を思考し、適
切な解決方法を選択するといっ
た、よりよい解決に向けて判断する
とともに，考えたことを他者に伝え
ている。

スポーツの力を活用した地域課題
の解決等に主体的に取り組もうとし
ている。

履修上の注意

①本校指定のジャージ・ハーフパンツを着用。内容によっては制服を使用。
②体調管理のために可能な限り、飲み物・着替え・タオルなどを持参。
③破損・怪我防止のために腕時計は取り外し、爪は切っておく。
④体調不良などで見学する場合は事前に職員室へ報告しに来る。
⑤タブレット端末を毎回持参する

科目の目標

　スポーツの価値や特性に着目して、楽しさや喜びを味わうとともに、地域社会の活性化や健康増進等につな
がることを理解し、スポーツの力を活用した様々な地域課題や健康課題を解決するために必要な資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
（1）スポーツによる地域創生の理解を深めるとともに、体育や保健の見方・考え方を働かせ課題を発見し、解決
に向けて必要な技能を身に付けるようにする。
（2）実践、交流、検証などを行い、課題解決に向けて思考し判断するとともに、考えたことを他者に伝える力を
養う。
（3）スポーツの力を活用した地域課題の解決等に主体的に取り組む態度を養う。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

学年
必・選

３年次　総合教養コース
選択履修科目

なし

教科の目標

　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心
と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増 進し豊かなスポーツライフを継続するための資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
 （1）  各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を
身に付けるようにする。
 （2）  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに，他者に伝える力を養う。
 （3）  生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

教科 保健体育 地域とスポーツ

単位数 ２単位 なし

・健康、福祉、経済、教育など多面的な視点からスポーツ
と地域のつながりを捉える。
・自分の関心に近いテーマや問いを見出す。 8

記述の評価（タブレット端
末・プリント等）
発言・行動に対しての観
察評価

◎ ◎ 〇

16○ ○
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9

10

1

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

〇課題を見つけ、解決策を探る ・自分の問いを掘り下げ、スポーツを通じた課題解決策を
立案・実践・検証する。
・地域への還元を見据え、成果としてまとめる力を身につ
ける。

※第Ⅲ期の評価については成績処理週間時点での見通
しをもって評価する。

〇成果を発信し、学びを振り返る ・探究の成果を発信する。
・学びを振り返り、自己の成長と社会参画意識を高める。12

後
期

（
第
Ⅲ
期

）
11

記述の評価（タブレット端
末・プリント等）
発言・行動に対しての観
察評価

23○ ○ ○

7 ○ ◎ ◎
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科目

教科書

副教材

履修上の注意

授業で使用したプリントは、ファイルに綴じて保管してください。
ファイルの提出を求めることがあります。

教科の目標

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，
書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり
適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）  外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に
活用できる技能を身に付けるようにする。
（2）  コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国
語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して
適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。
（3）  外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体
的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

科目の目標

　英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，教
科の目標の（1）及び（2）に示す資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して，教科の目標の（3）
に示す資質・能力を育成する。
（1）聞くこと
ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用
すれば，必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を把握することができるようにする。
イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用
すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。
（2）読むこと
ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把握することができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。
（3）話すこと［やり取り］
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様
な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができるようにす
る。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いた
り読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話し
て伝え合うことができるようにする。
（4）話すこと［発表］
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様
な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いた
り読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話し
て伝えることができるようにする。
（5）書くこと
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，多様
な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて
伝えることができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いた
り読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段
落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

　英語の特徴やきまりに関する知識を
身につけている。
実際のコミュニケーションにおいて，
目的や場面，状況などに応じて，日
常的な話題や社会的な話題について
話されたり書かれたりする文章等を聞
いたり読んだりして，その内容を捉え
たり、それらの内容について話したり
書いたりして表現したり伝え合ったり
するために必要な技能を身に付けて
いる。

　日常的な話題や社会的な話題
について話されたり書かれたりする
文章等を聞き取ったり読み取った
りして，コミュニケーションを行う目
的や場面，状況などに応じて，必
要な情報を聞き取ったり読み取っ
たり，話し手や書き手の意図を把
握したり，概要や要点などを捉え
たりしている。

　外国語の背景にある文化に対す
る理解を深め，聞き手，読み手，話
し手，書き手に配慮しながら，主体
的，自律的に外国語を用いてコミュ
ニケーショ
ンを図ろうとしている。

教科 外国語 英語コミュニケーションⅡ

単位数 ２単位 ＣⅡ701「All Aboard! English CommunicationⅡ」（東京書籍）

学年
必・選

３年次　必履修科目
「新装版　夢をかなえる英単語　ユメタン１ 大学合格必須レベル」（アルク）
「Zoom　ズーム総合英語　THIRD EDITION」（第一学習社）
英和辞典・和英辞典等
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学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

2 ○ ◎ ○

2 ◎ ◎

2 ◎ ◎

3 ○ ◎ ○

3 ◎ ○ ○

10 3 ○ ◎ ○

3 ◎ ○ ○

6 ○ ◎ ○

2 ◎ ◎

12 6 ◎ ○ ○

2 ◎ 〇 ◎

2 ◎ ◎

1

Lesson 6
  Seeds for Future Generation

条件を表すifとの使用方法の違いに留意しながら「～かど
うか」を表すことができる。

地元の文化や風習に関する話を聞いて内容を理解でき
る。また、自身の地元の文化等について発表することがで
きる。

4

4

◎ ○ ○

○ ◎ ○

○ ◎ ○

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

風習や慣習についての文章を読んだり聞いたりして、そ
の内容を理解することができる。

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

3 ◎ ○ ○
発問評価
ワークシート提出
小テスト
単元テスト
パフォーマンステスト

3 ○ ◎ ○ 発問評価
ワークシート提出
小テスト
単元テスト
パフォーマンステスト

2 ◎ ○ ○

4

Lesson 3
   Wild Man

形式主語のitを用いた文を読んで内容を理解することが
できる。また、形式主語のitを用いて客観的な事実や自分
の考えを表現することができる。

Lesson 4
  Little Hero

物語文を読んだり聞いたりして、その内容を理解すること
ができる。

間接疑問文を読んで内容を理解することができる。また、
基本的な疑問文との構造の違いを理解することができる。

Lesson 5
  Special Makeup in Kabuki

伝統文化に関する文章を読んだり聞いたりして、その内
容を理解することができる。

7

to不定詞の意味上の主語を理解できる。

単元テスト

5

発問評価
ワークシート提出
小テスト
単元テスト
パフォーマンステスト

Lesson 8
   Inspiration from Nature

11

○

9

Lesson 7
  Over the Wall

Lesson 9
   The Bitter Truth behind
Chocolate

3 ○ ◎ ○

発問評価
ワークシート提出
小テスト
単元テスト
パフォーマンステスト

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

単元テスト

Lesson 9
   The Bitter Truth behind
Chocolate

使役動詞の種類と原形不定詞の用法について正しく理
解し、活用することができる。

分詞構文を用いた分が表す内容を適切に理解することが
できる。

社会問題について書かれた文章を読んで、その要点を理
解することができる。

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

発問評価
ワークシート提出
小テスト
単元テスト
パフォーマンステスト

発問評価
ワークシート提出
小テスト
単元テスト
パフォーマンステスト

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

単元テスト

8

Lesson 10
   Fighting Angel

単元テスト

プロジェクトに関する文章を読んで内容を理解することが
できる。

関係代名詞と関係福副詞の違いを理解し、必要に応じて
使い分けることができる。

商品の開発の経緯や特徴等について書かれた文章を読
んで、その要点を理解することができる。

知覚動詞の種類と原形不定詞の用法について正しく理
解し、活用することができる。

6

職業について書かれた文章を読んで、その要点を理解す
ることができる。 2

3 ◎ ○
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

2 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

6

教科 外国語 論理・表現Ⅱ

単位数 ２単位 論Ⅰ706「VISTA Logic and Expression Ⅱ」（三省堂）

学年
必・選

３年次　必履修科目 なし

教科の目標

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことの言語活動及びこれらを結びつけた統合的な言語活動を通して、情報や考え等を的確に理解したり適
切に表現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る脂質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読
むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活
用できる技能を身に付けるようにする。
（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適
切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。
（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

科目の目標

　英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、話すこと〔やりとり〕、話すこと〔発表〕、書くことの三つの領域（以下こ
の節において「三つの領域」という。）別に設定する目標の実現を目指した指導を通して、教科の目標の（１）及
び（２）に示す資質・能力を一体的に育成するとともに、その過程を通して、教科の目標の（３）に示す資質・能
力を育成する。
（１）話すこと〔やりとり〕
ア　日常的な話題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、多くの支援を活用すれば、基本
的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを話して伝え合ったり、やりとりを通して必要な情報を得たり
することができるようにする。
イ　日常的な話題や社会的な話題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、多くの支援を活
用すれば、ディベートやディスカッションなどの活動を通して、聞いたり読んだりしたことを活用しながら、基本的
な語句や文を用いて、意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝え合うことができるようにする。
（２）話すこと［発表］
ア　日常的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、多くの支援を活用すれば、基本
的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるよ
うにする。
イ　日常的な話題や社会的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、多くの支援を活
用すれば、スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して、聞いたり読んだりしたことを活用しながら、基本
的な語句や文を用いて、意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるようにする。
（３）書くこと
ア　日常的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、多くの支援を活用すれば、基本
的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理の構成や展開を工夫し文章を書いて伝えることができ
るようにする。
イ　日常的な話題や社会的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、多くの支援を活
用すれば、聞いたり読んだりしたことを活用しながら、基本的な語句や文を用いて、意見や主張などを論理の
構成や展開を工夫して文章を書いて伝えることができるようにする。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

　日常的な話題のなかで使用されるレ
ベルの基本的な語彙や表現を身につ
けている。
各単元文法において、文の語順を理
解し、正しく活用することができる。

　日常的な話題や社会的な話題
について、論理的に文章を組み立
て、適切に表現することができる。

　学習の方法や表現の仕方につい
て、改善点を探し、粘り強く取り組
む中で自らの学習を調整している。
また、それが伝わるように記録に残
している。

履修上の注意

授業で使用したプリントは、ファイルに綴じて保管してください。
ファイルの提出を求めることがあります。

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

Lesson1 Guess Who？ 時制（現在形・過去形など）の文構造を理解し、活用でき
る。
人物やキャラクターについて適切に表現することができ
る。

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

◎ 〇

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

4

5

Lesson2 Space Travel 不定詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
宇宙で体験してみたいアイディアについて適切に表現す
ることができる。

Lesson1 Guess Who？ 時制（現在形・過去形など）の文構造を理解し、活用でき
る。
人物やキャラクターについて適切に表現することができ
る。

Lesson2 Space Travel 不定詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
宇宙で体験してみたいアイディアについて適切に表現す
ることができる。

4 ◎
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3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

2 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト
パフォーマンステスト

2 ◎ ◎ ○

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト

3 ○ ◎ ○

授業態度の観察
パフォーマンステスト
提出物

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト

3 ○ ◎ ○

授業態度の観察
パフォーマンステスト
提出物

3 ○ ◎ ○

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト

3 ○ ◎ ○

授業態度の観察
パフォーマンステスト
提出物

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト

4 ○ ◎ ○

授業態度の観察
パフォーマンステスト
提出物

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト

4 ○ ◎ ○

授業態度の観察
パフォーマンステスト
提出物

3 ◎ ◎ 〇

授業態度の観察
提出物
授業内単元テスト

3 ○ ◎ ○

授業態度の観察
パフォーマンステスト
提出物

Lesson3 Where is the Post
Office？

前置詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
英語で道案内をすることができる。

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

6

7

8

Lesson3 Where is the Post
Office？

前置詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
英語で道案内をすることができる。

Lesson4 Wonderful World 受動態を用いた文の構造を理解し、活用できる。
世界のおすすめスポットを紹介するポスターを適切な英
語の表現を使って作成することができる。

Lesson4 Wonderful World 受動態を用いた文の構造を理解し、活用できる。
世界のおすすめスポットを紹介するポスターを適切な英
語の表現を使って作成することができる。

動名詞・比較を用いた文の構造を理解し、活用できる。
面接で自分を適切にアピールすることができる。

Lesson5 Job Search 動名詞・比較を用いた文の構造を理解し、活用できる。
面接で自分を適切にアピールすることができる。

Lesson6 New Type Robots! 助動詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
理想のロボットについて、英語でプレゼンテーションをす
ることができる。

Lesson5 Job Search

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

Lesson9 Ideas from Nature that節・関係副詞を用いた文の構造を理解し、活用でき
る。
身近なバイオミミクリーについて、プレゼンテーションをす
ることができる。

Lesson10 Let's Learn about
SDGs!

関係代名詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
社会問題とその解決策について、自分の考えを紹介する
ことができる。

Lesson10 Let's Learn about
SDGs!

関係代名詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
社会問題とその解決策について、自分の考えを紹介する
ことができる。

Lesson9 Ideas from Nature that節・関係副詞を用いた文の構造を理解し、活用でき
る。
身近なバイオミミクリーについて、プレゼンテーションをす
ることができる。

12

1

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

9

10

11

Lesson8 Looking for an Apartment形容詞・副詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
英語でルームメイト募集の広告を適切に作成することがで
きる。

Lesson8 Looking for an Apartment形容詞・副詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
英語でルームメイト募集の広告を適切に作成することがで
きる。

Lesson6 New Type Robots! 助動詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
理想のロボットについて、英語でプレゼンテーションをす
ることができる。

Lesson7 Enjoy Japanese Foods 分詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
英語で和食のレシピを適切に紹介することができる。

Lesson7 Enjoy Japanese Foods 分詞を用いた文の構造を理解し、活用できる。
英語で和食のレシピを適切に紹介することができる。
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

3 〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

3 ◎ 〇 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

6

総合教養コース選択者のみ対象。
授業で使用したプリントは、ファイルに綴じて保管してください。

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

教科 外国語（英語） 英語会話

単位数 ２単位 なし

学年
必・選

３年次　総合教養コース
選択履修科目

なし

教科の目標

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことの言語活動及びこれらを結びつけた統合的な言語活動を通して、情報や考え等を的確に理解したり適
切に表現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読
むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活
用できる技能を身に付けるようにする。
（２）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適
切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。
（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

科目の目標

　英語学習の特質を踏まえ，以下に示す，三つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，教
科の目標の（1）及び（2）に示す資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して，教科の目標の（3）
に示す資質・能力を育成する。
（1）聞くこと
ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，必要な情報を聞き取
り，話の展開や話し手の意図を把握することができるようにする。
イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，必要な情報を聞き取
り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。
（2）話すこと［やり取り］
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多様な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，聞いたり読んだりしたことを基に，
多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝え合うことができるよう
にする。
（3）話すこと［発表］
ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多様な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。
イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，聞いたり読んだりしたことを基に，
多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができるように
する。

評価の観点 知識・技能【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

情報発信・情報交換に必要な語彙や
表現、文章構成に関する知識を身に
つけているとともに、言語の背景にあ
る文化などを理解している。

日常生活の様々な場面において、
情報や考え等を伝えたり理解した
りすることができる。

コミュニケーションに関心を持ち、主
体的に言語活動に取り組み、目的
を達成しようとしている。

履修上の注意

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

オリエンテーション 教科の目標を理解し、それを到達する上での様々
な手段をブレインストーミングする。

Lesson1
自己紹介

自分自身のことについて、柔軟に手段を選び英語
で表現することができる。4

Lesson2
英語で漫画

好きな漫画の日本語版と英語版を読み比べ、その
考察や感想を他者とやりとりすることができる。

3 ◎ 〇 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

5Lesson3
英語でドラマ

好きなドラマの日本語版と英語版を見て、その考察
や感想を他者とやりとりすることができる。 3 〇 ◎ 〇

前
期

（
第
Ⅰ
期

）
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2 〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

2 〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

2 〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

2 ◎ 〇 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

9

4 ◎ 〇 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

10

12

1

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

6

写真や道具を使って、自分の好きな場所・人物など
を紹介することができる。その際、聞き手に配慮した
文章構成や話し方に留意して伝えることができる。

Lesson11
病院

体の部位や症状の表現を使って、体調やけがの症
状を述べることができる。また、体調や病気に関し
て助言することができる。

Lesson5
電話

電話での応答表現を適切に使い、必要な情報を得
たり伝えたりすることができる。

2 ◎

7

8

Lesson9
ショッピング（１）

買い物をする際の会話を適切に進めることができ
る。また、金額や色、サイズなどの情報を引き出す
ことができる。

6 〇 ◎ 〇

〇 〇

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

Lesson11
社会問題

賛成か反対かを述べることができる。また、会話を
聞いて概要をとらえたり、自分の考えをまとめて発
表することができる。

10〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

Lesson10
ショッピング（２）

相手を褒めたり、褒められた際に応答したりすること
ができる。また、人の外見的な特徴を表すことがで
きる。

4

家事について述べることができる。また、自分の意
見や考えを述べ、その理由を述べることができる。

7 〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

9

Lesson12
未来のビジョン

未来について述べたり、自身の希望を伝えたりする
ことができる。

7 〇 ◎ 〇

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

11

Lesson 10
ルームシェア

授業態度
発問評価
ワークシート
パフォーマンステスト

Lesson4
英語で映画

好きな映画の日本語版と英語版を見て、その考察
や感想を他者とやりとりすることができる。

Lesson6
海外旅行

旅行先を想定し、英語で初対面の人を誘ったり誘
いに
対して返答したりすることができる。

Lesson7
道案内

人に道を聞いたり、聞かれたときに応答したりするこ
とができる。また、感謝を伝えたり、感謝に応答した
りすることができる。

Lesson8
物と人の紹介
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

4

家庭７０７「保育基礎」（実教出版）

なし

教科 家庭 保育基礎

単位数 ２単位

学年
必・選

３年次　必履修科目

教科の目標

　家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，生活の
質の向上と社会の発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）生活産業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
（3）職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，生活の質の向上と社会
の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

科目の目標

　家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，保育を
担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）保育の意義や方法、子供の発達や生活の特徴及び子供の福祉と文化などについて体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
（2）子供を取り巻く課題を発見し、保育を担う職業人として合理的かつ創造的に解決する力を育む。
（3）子どもの健やかな発達を目指して自ら学び、保育に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

知識・技術【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】評価の観点

趣    旨

保育を担う職業人として必要な、保育
の基礎的な技術を習得する。

既存の知識や技術をもとに、子供
の発達や生活の特徴を踏まえた上
で、子供一人一人の発達に適した
保育環境を整えることの重要性に
ついて思考を深め、課題を発見す
る。

　保育に関心をもち、保育に必要な
知識と技術を進んで習得し、職業人
として習得した知識や技術を活用す
るとともに他者と協働しながら主体的
に学び続ける態度を養う。

履修上の注意

○このシラバスはファイルにとじておいてください。
○確認テスト、実技テスト、レポート作成、プレゼンテーション発表があります。
〇子どもの文化、かかわり方を積極的・体験的に学んでください。

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

１章　子どもの保育
１　保育の意義
２　保育の方法
３　保育の環境

人間の発達において、乳幼児期は人格形成の最も大切な
時期であり、その保育の意義について理解する。

子どもの保育にかわかわる人は、子どもととのようにかかわ
り、環境を整えれば良いのか考える。

子どもの保育の場には、家庭や集団の場などさまざまな場
がある。保育環境の特徴や役割をそれぞれ押さえる。
・乳幼児のおもちゃ作り
・乳幼児との触れ合い方（あやし方・遊び方）
・乳幼児のからだ遊び

◎ ◎

確認テスト
実技テスト
振り返りレポート
作品提出
調理実習
ロールプレイング

〇 〇

13◎

◎7

5

6

２章　子どもの発達
１　子どもの発達の特性
２　子どものからだの発達

人はどのような順に発達していくのか、その順序性や個人
差があることなど人の発達の特性について理解する。

新生児期～乳幼児期へと続く人の発達の過程と、その生
理的特徴について学習する。

・乳幼児の食事（調理）
・子どもの遊び体験（折り紙製作、切り紙、合わせ絵）

前
期

（
第
Ⅱ
期

）
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9

11

7 ◎ ○ ○

1 2 ◎ ○ ○

◎ ◎

４章　子どもの文化
１　子どもの文化の意義と支える場
２　子どもの遊びと表現活動

子どもは本人の適切な養護によって自立に向かっていく、
その発達の応じた養護のポイントを知る。
いざという時、子どもの安全と健康を守れるよう、子どもに多
い病気のケアや起こりやすい事故への予防策を考える。・
着替えと体温の測り方

遊びを通して育つ子どもに欠かせない子ども文化し、実技
体験を通して学ぶ。
・蘭越高校遊び広場（仮）の企画運営

3 ◎

13◎

◎ ◎

振り返りレポート
プレゼンテーション
調理実習
確認テスト

〇 ○

確認テスト
ロールプレイング
振り返りレポート

確認テスト
実技テスト
振り返りレポート

7 ◎ 〇 ○

蘭越高校遊び広場企
画・取り組み
振り返りレポート

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

7

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

◎

10

12
５章　子どもの福祉
１ 　子ども観
２　子どもの発達
３　子育て支援

プレゼンテーションの準備をする。
プレゼンテーション発表

8

子どもの遊び活動には、昔から伝統的に受け継がれている
ものから、近年新しく登場した遊びまで学び、理解する。

・子どもの行事食（調理）

３　子どもの心の発達
Ⅰ　社会・情緒的な発達
Ⅱ　知的発達
Ⅲ　言葉の発達

8

プレゼンテーション発表の準備

人は愛着関係を土台にして、豊かに成長し、自己を形成し
ていく。その重要性を理解する。

・手遊び歌
・童謡
・絵本、紙芝居、童話
・子どもの遊び体験（昔遊び）

３章　子どもの生活
１　子どもの生活と養護
２　生活習慣の形成
３　健康管理と事故防止
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数
知 思 態 評価方法

4

〇 ○

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

日本の郷土料理の特徴と郷土料理成立の背景を理解す
る。
日本の自然環境や異文化との接触などの影響によって培
われた食文化の特徴を学び、今後の食にいかす方法を考
える。
食事の意義と役割を学び、現代の食を取り巻く現状につい
て理解する。
日常食から供応食・行事食の献立を作成、調理技術を習
得する。（通年）

・蘭越の食材で調理試作

衛生管理
実習状況
確認テスト
振り返りレポート
調べ学習

6

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

郷土料理
第１章　食生活と健康

第６章　フードデザイン実習※通年

地産地消と地域創生

趣    旨

フードデザインに必要な要素について
理解したことを総合して、実践できる技
術を習得する。

食に関する価値観及びライフスタイ
ルの多様化、食生活の環境への負
荷など、多面的に食生活の現状を
捉え思考を深め、食生活の充実向
上を目指して自ら課題を発見する。

食生活を栄養の面に加えて、文化
的な意義や精神的な満足と合わせ
て学習することにより、食材を適切に
選択し作るところから食べるところま
でを総合的に捉えて、主体的に計
画・実践できるようにする。

履修上の注意

○このシラバスと授業で配布したプリントは、ファイルにとじておいてください。
〇確認テストがあります。
○衛生管理に配慮して実習に取り組んでください。
エプロン、三角巾、手ふきタオルは衛生的なものを使用する。髪の毛は縛ってください。また、前髪や横の髪を三
角巾から垂らさないようにしてください。食中毒の恐れがあるので、爪を短く切りましょう。

教科 家庭 フードデザイン

単位数 ２単位

学年
必・選

３年次　総合教養コース
選択履修科目

教科の目標

　家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，生活の
質の向上と社会の発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）生活産業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
（3）職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，生活の質の向上と社会
の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

科目の目標

　家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、食生活
を総合的にデザインするとともに食育を推進し、食生活の充実向上を担う職業人として必要な資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。
（1）栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディネートなどについて体系的・系統的に理解するとともに、関連する
技術を身に付けるようにする。
（2）食生活の現状から食生活全般に関する課題を発見し、食生活の充実向上を担う職業人として合理的かつ創
造的に解決する力を養う。
（3）食生活の充実向上を目指して自ら学び、食生活の総合的なデザインと食育の推進に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

評価の観点

家庭７０3「フードデザイン新課程版」（実教出版）

「イラスト調理BOOK」（実教出版）

知識・技術【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

5

第２章　栄養素の働きと食事計画

災害食

地産地消と地域創生

栄養素の働きを知り、各ライフステージに必要な食事摂取
基準を考えた食事計画を立てられるようになる。

災害食を体験する

・蘭越の食材で調理試作　改善 8 ◎

12◎

衛生管理
実習状況
確認テスト
振り返りレポート
調べ学習

◎ ○
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7

11

12

◎ 〇

日本料理、西洋料理、中国料理の様式と献立を学び、調
理技術を体験する。

テーブルコー-ディネート体験を行う。
（箸袋・テーブルナフキン折）

世界の食文化を学び、実習に活かす。
探求のまとめ

8 ◎ ○

衛生管理
実習状況
確認テスト
振り返りレポート
調べ学習

○

衛生管理
実習状況
確認テスト
振り返りレポート
調べ学習
プレゼンテーション発
表

衛生管理
実習状況
確認テスト
振り返りレポート
調べ学習

◎

10

◎

◎ ◎

調理の目的を知り、おいしさを活かした調理操作・調味操
作を学ぶ。

・蘭越の食材でアイディアレシピの提案

14 ◎

様々な知識を活用し、行事食や世界の料理を調理する。

2 〇 ○ ○

〇

衛生管理
実習状況
確認テスト
振り返りレポート
調べ学習
プレゼンテーション

第５章　料理様式とテーブルコー
ディネート

第４章　調理の基本

・地産地消と地方創生

食品の特徴と性質を知り、それらを活かした調理方法を理
解する。

食品の生産と流通の現状を理解する。

食品の選択と表示に関する知識を学び、健康を考えて食
品を選択できる力を養う。

食品の衛生と安全に関する知識を学び、衛生的で安全に
食品を選択し、調理できる力を養う。

4

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

・地産地消と地方創生

第７章　食育

1

第６章　フードデザイン実習

第３章　食品の特徴・表示・安全

8

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

9

・プレゼンテーション発表

食育の意義を学び、推進活動に取り組む。

12

○

衛生管理
実習状況
確認テスト
振り返りレポート
調べ学習
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数

知 思 態 評価方法

4 5

1

1 ○ ○ ◎

3 ◎ ○ ○

1 ○ ◎ ○

1

4

2

1

2 ◎ ○ ○

2 ◎ ○ ○

◎○ ○

主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

授業態度
学習課題
単元末テスト

授業態度
学習課題

　商業を学ぶ重要性を学んで、ビジネスに関する
興味・関心を深める。

　2節　私たちの社会と
　　　　ビジネス

　私たちの生活とビジネスとの関わりを学び、社会
の課題に向けてビジネスの役割についての理解を
深める。

　単元末テスト①

　2節　ビジネスマナー 　ビジネスマナーについて学習し、基本的なビジネ
スマナーおよび場面に応じたビジネスマナーにつ
いて理解を深める。

　3節　情報の入手と活用 　情報を扱うときの注意、情報の入手方法および情
報の活用方法について理解を深める。

　2節　経済活動と流通 　経済活動における流通の果たす役割および流通
に関するビジネスについて学習し、流通の進化に
ついての見方を養う。

2章　ビジネスとコミュニケー
　　ション
　1節　コミュニケーション

◎ ◎ ○

◎ ◎

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

　コミュニケーションの重要性やコミュニケーション
の種類について理解を深める。

　経済の仕組みについて学習し、ビジネスの適切
な活用について理解する。

教科 商業 ビジネス基礎

単位数 ２単位 商業 007-901「ビジネス基礎　新訂版」（実教出版）

　ビジネスについて実務に即して体
系的・系統的に理解し、関連する技
術を身に付けている。

　ビジネスに関する課題を発見し、ビ
ジネスに携わる者として科学的な根
拠に基づいて創造的に解決する力
を身に付けている。

　ビジネスを適切に展開する力の向上
を目指して自ら学び、ビジネスの創造と
発展に主体的かつ協働的に取り組む
態度を身に付けている。

学年
必・選

３年次　情報ビジネスコース
必履修科目

ビジネス基礎　新訂版 準拠問題集（実教出版）

教科の目標

　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業を
はじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）)商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
（２）ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。
（３）職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

科目の目標

　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業を
はじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
（１）ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
（２）ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養
　う。
（３）ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り
組む態度を養う。

評価の観点 知識・技術【知】

履修上の注意

（１）普段からニュースを見て、現代のビジネスの世界ではどんな動きをしているのか見ましょう。
（２）プリントや資料の整理をこまめにしていきましょう。
（３）ビジネスの専門用語等も数多く出てきて戸惑うこともあると思いますが、粘り強く取り組みましょう。

思考力・判断力・表現力【思】

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

　各自の課題として、次の検定試験の演習を行う。
　①ビジネス計算実務検定試験
　②簿記検定試験
　③情報処理技能検定試験

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

　課題学習
　各種検定試験実技演習

5

1章　商業の学習とビジネス
　1節　いざ、ビジネスの
　　　　世界へ

授業態度
学習課題
実技課題

○

6

7

授業態度
学習課題

3章　経済と流通の基礎
　1節　経済の仕組みと
　　　　ビジネス
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1 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ○ ◎ ○

2 ○ ◎ ○

2 ◎ ○ ○

2 ◎ ○ ○

2 ◎ ○ ○

1 ○ ◎ ○

1 ◎ ○ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ◎ ◎ ○

2 ○ ◎ ○

2 ◎ ○ ○

2 ◎ ○ ○

1

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

8

9

10

11

12

　7節　情報通信業 　情報通信業の役割や種類について学習し、情報
通信業の今後の発展について見方を養う。

5章　企業活動の基礎
　1節　ビジネスと企業 　企業の役割および企業の経営・組織の仕組みに

ついて学習する。

　3節　資金調達 　資金調達の方法や資金調達に伴う責任について
理解を深める。

　6節　雇用 　日本の雇用の特徴について学び、正規雇用と非
正規雇用、さらに企業の従業員に対して負う責任
について理解を深める。

　2節　代金決済 　代金の支払方法の種類、小切手や手形の仕組
み、さらには電子マネーなどの代金決済の進化に
ついても学習する。

8章　身近な地域のビジネス
　1節　さまざまな地域の魅力
　　　　と課題

6章　ビジネスと売買取引
　1節　売買取引の手順

　前節で学んだ基礎を発展させ、計算の応用技術
を身に付ける。

　2節　マーケティングの
　　　　重要性

　マーケティングの役割や手順、企業が行うマーケ
ティングについて学習する。

　4節　財務諸表の役割 　財務諸表の仕組みや役割および財務諸表をから
得られる情報の重要性について学ぶ。

　5節　企業活動と税

　単元末テスト③

　税の役割や種類、税の申告と納税の仕組みにつ
いて理解を深める。

7章　ビジネス計算
　1節　ビジネス計算の基礎

　ビジネス計算を学ぶ意義について学習し、割合・
仕入原価・利益額等の意味についても理解を深め
る。

4章　さまざまなビジネス
　1節　ビジネスの種類 　ビジネスの種類や分けられ方およびものとサービ

スの違いについて理解を深める。

　2節　製造業
　製造業の役割や種類について学習し、製造業の
今後の発展について見方を養う。

授業態度
学習課題
単元末テスト

授業態度
学習課題

授業態度
学習課題

授業態度
学習課題
単元末テスト

授業態度
学習課題

授業態度
学習課題
単元末テスト

　地域の魅力や抱える課題について考えるととも
に、地域の活性化や課題解決とビジネスとの関わ
りについて学習する。

　2節　地域ビジネスの動向

　単元末テスト④

　地域ビジネスの必要性、種類について学び、抱
える課題を明確にし、解決方法について学習す
る。

　8節　飲食サービス業・
　　　　娯楽業・宿泊業

　飲食サービス業・娯楽業・宿泊業の役割や種類
について学習し、今後の発展について見方を養
う。

　小売業の役割や種類について学習し、小売業の
今後の発展について見方を養う。

　3節　小売業

　単元末テスト②

　卸売業の役割や種類について学習し、卸売業の
今後の発展について見方を養う。

　4節　卸売業

　5節　物流業 　物流業の役割や種類について学習し、物流業の
今後の発展について見方を養う。

　6節　金融業 　金融に関する知識および銀行・証券会社・保険
会社のビジネスの仕組みについて学び、今後の金
融の発展についての見方を養う。

　売買契約の仕組みや売買契約の条件、売買取
引に用いる文書について学習する。

　2節　ビジネス計算の応用
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科目

教科書

副教材

学
期
月

時
数

知 思 態 評価方法

3 ◎ ○ ○

2 ◎ ○ ○

1 ◎ ○ ○

2 ○ ◎ ○

1 ○ ◎ ○

1 ○ ◎ ○

1 ◎ ◎ ○

1 ○ ◎ ◎

6 ○ ◎ ◎

7 5 ○ ◎ ◎

8 5 ○ ◎ ◎

教科の目標

　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、地域産業を
はじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
（２）ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
（３）職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

　ビジネスを適切に展開する力の向上
を目指して自ら学び、ビジネスの創造
と発展に主体的かつ協働的に取り組
む態度を身に付けている。

授業態度
学習課題

授業態度
学習課題
レポート課題
単元末テスト

授業態度
学習課題
レポート課題
実習課題評価
単元末テスト

　2　商品開発実習 　決定した開発商品を試作し、さらに意見や改善点などを
収集しながら試作を重ね、よりよい商品を完成させる。

　完成した商品の評価を行い、さらに商品開発の一連の
過程を振り返ることで、今後の展望についても考えさせ
る。

　3　商品コンセプトの策定 　商品開発の基礎となる商品コンセプトの重要性およびア
イディアの出し方とまとめ方について学習する。

　4　商品企画の提案

　単元末テスト①

　具体的な商品開発のプロセスに進むための商品企画の
提案（企画書）について学習する。

2章　商品の企画
　1　環境分析と意思決定の準
　　備

　商品開発に向けた体制の準備と企業を取り巻く環境分
析および意思決定の重要性について学習する。

　3　まとめ・振り返り

　単元末テスト②

　2　商品開発の意義と手順 　企業が新商品を開発する意義や商品開発の流れにつ
いて学習する。

　2　市場調査 　市場調査の役割および方法について学習する。

科目の目標

　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、商品開発と流通に必要な資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）商品開発と流通について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。
（２）商品開発と流通に関する課題を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。
（３）ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び、商品開発と流通に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う。

教科 商業 商品開発と流通

単位数 ２単位 商業732 「商品開発と流通」（実教出版）

学年
必・選

３年次　情報ビジネスコース
必履修科目

商品開発と流通 準拠問題集（実教出版）

主体的に学習に取り組む態度【態】評価の観点 知識・技術【知】 思考力・判断力・表現力【思】

趣    旨

　商品開発と流通について実務に即
して体系的・系統的に理解し、関連す
る技術を身に付けている。

　商品開発と流通に関する課題を
発見し、ビジネスに携わる者として
科学的な根拠に基づいて創造的
に解決する力を身に付けている。

　私たちの日々の生活における商品の関わりについて理
解を深める。

履修上の注意

（１）ビジネスの専門用語等も数多く出てきて戸惑うこともあると思いますが、粘り強く取り組みましょう。
（２）日頃のニュースを見て、社会の変化や時代のニーズなどを把握するようにしましょう。
（３）創造力・発想力・探究心などを十分に発揮して、積極的に開発に取り組みましょう。

年間指導計画 評価計画

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

　3　商品と流通との関わり 　商品の生産者から消費者にわたる流通の重要性につ
いて理解を深める。

4

5

1章　商業開発と流通の概要
　1　私たちの生活と商品

商品開発（１）
　1　商品企画書の作成 　開発の背景・テーマ・ターゲット・ベネフィットを明確にし

た企画書を作成し、開発商品を決定する。
　できるだけ多くの企画書を作成することで、よりよい観点
からの開発商品を検討する。

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

6
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1 ◎ ○ ○

2 ◎ ○ ○

1 ◎ ○ ○

1 ◎ ○ ○

1 ◎ ○ ○

1

7

4 ○ ◎ ◎

1 ◎ ◎ ○

1 ◎ ◎ ○

1 ○ ◎ ○

2 ◎ ○ ○

1 ◎ ○ ○

2 ◎ ○ ○

1 ○ ◎ ○

1 ○ ◎ ○

2 ○ ◎ ○

2 ○ ◎ ◎

　2　価格計画 　事業を存続させるために重要な価格設定について理解
を深め、価格の設定方法について学習する。

11

12

4章　商品の開発
　1　商品仕様と詳細設計

　2　プロトタイプ

　単元末テスト③

　4　ブランド

　2　セールスプロモーション

　5　知的財産権の登録 　開発した商品を守るための知的財産権の重要性および
知的財産権の種類や効力、登録方法について学習す
る。

授業態度
学習課題

授業態度
学習課題
レポート課題
実習課題評価

授業態度
学習課題
レポート課題
単元末テスト

授業態度
学習課題

授業態度
学習課題
レポート課題
単元末テスト

　商品コンセプトを具体化するために必要な商品仕様と
詳細設計について学習する。

　プロトタイプの定義について学習し、プロトタイプの種類
と目的および評価と改善について理解を深める。

　ブランドの定義や機能およびブランド資産の定義や構
成要素について理解を深める。

　販売員活動の種類や内容および顧客満足について理
解を深める。

　セールスプロモーションの定義や内容について学習し、
購買意欲を高めるための購買行動の手法について理解
を深める。

　ビジネス社会の変化における流通について学習し、今
後の展望についても考えさせる。

　感覚マーケティングについて学習し、感覚を活かした商
品開発について考えさせる。

　開発した商品をよりよく宣伝できるためのポスターをデザ
インし、完成させる。

　生産者と消費者を結びつける流通について理解を深
め、流通計画および流通チャネル（流通経路）について
学習する。

　プロモーションの定義について理解し、プロモーション
計画や広告計画について学習する。

　事業計画の目的および手順について学習する。

　事業計画書の目的や内容について学習し、優れた事業
計画書を作成するための知識について理解を深める。

　商品に関わるデザインの役割や種類およびデザイン制
作のポイントについて学習する。

　ビジネス社会の変化における商品開発について学習
し、今後の展望についても考えさせる。

後
期

（
第
Ⅲ
期

）
○ ◎ ◎

1

9

10

商品開発（２）
　1　パッケージデザイン 　購買意欲を高められるような開発商品のパッケージをデ

ザインし、完成させる。

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

　2　流通の新たな展開

　3　感覚を活かした商品開発・
　　流通

　単元末テスト④

5章　商品の販売
　1　販売員活動

　2　ポスターデザイン

　3　流通計画

　4　プロモーション計画

3章　事業計画の立案
　1　事業計画の概要

　5　事業計画書の作成

　3　商品とデザイン

6章　商品開発と流通に関わる
新
　　たな展開
　1　商品開発の新たな展開
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科目

教科書

副教材

学
期

月
時
数
知 思 態 評価方法

1 ◎ ○

1 ◎ ○

1 ◎ ○

2

5 6

1

6

2

3 ◎ ◎

8 5 ◎ ◎ ◎

教科 情報 コンテンツの制作と発信

単位数 ２単位 なし

学年
必・選

３年次　情報ビジネスコース
必履修科目

３年次　総合教養ｺーｽ
選択履修科目

文書デザイン検定試験文書デザイン模擬問題集２級編（日本情報処理検定協会）

教科の目標

　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得するとともに、
情報社会と人との関りについての理解を深めるようにする。
(2)様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用する力を養う。
(3)情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

科目の目標

　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習を行うなどを通して、コンテンツの制作と発
信に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)コンテンツの制作と発信について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
(2)情報社会におけるコンテンツの制作と発信に関する課題を発見し、情報産業に携わる者として合理的かつ創造
的に解決する力を養う。
(3)情報社会で必要とされるコンテンツの創造を目指して自ら学び、コンテンツの制作と発信に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

履修上の注意

(1)パソコンの専門的な操作に戸惑うことがあると思いますが、興味・関心を持って前向きに取り組みましょう。
(2)個人の作業時間とチームで取り組む時間があります。能動的かつ協働的な姿勢で授業に臨みましょう。
(3)自分自身の発想力や感性を積極的に発揮して、オリジナリティある作品づくりに取り組みましょう。

年間指導計画 評価計画

評価の観点 知識・技術【知】 思考力・判断力・表現力【思】 主体的に学習に取り組む態度【態】

趣    旨

　コンテンツの制作と発信について体
系的・系統的に理解しているとともに、
関連する技術を身に付けている。

　情報社会におけるコンテンツの制
作と発信に関する課題を発見し、情
報産業に携わる者として合理的かつ
創造的に解決する力を身に付けて
いる。

　情報社会で必要とされるコンテンツ
の創造を目指して自ら学び、コンテン
ツの制作と発信に主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付けている。

単元・学習内容 学習活動・学習のねらい

前
期

（
第
Ⅰ
期

）

静止画のコンテンツ
　①　静止画による表現

　企画の立案、構図やカット割りなどの表現法、静止画の編集
など、静止画による表現に関する知識と技術を学習する。

6
実習：学校行事ポスター制作

4

7

前
期

（
第
Ⅱ
期

）

実習：様々なコンテンツの制
　　　　作①

　※　単元末テスト②

　様々な静止画コンテンツを制作する。
　①　テーマ・題材は、改めて案内する。
　②　授業および学習展開は、学校ポスターに準ずる。

学習態度
課題等の進捗状況

　②　静止画の編集 　静止画を扱うソフトウェアの特徴や編集技法など、静止画の制
作と編集に必要な知識と技術について学習する。

実習：学校ポスター制作

　※　単元末テスト①

　これまで学習した静止画コンテンツの知識と技術を活用して、
蘭越高等学校のポスターを制作（デザイン）する。
　①　写真撮影（校舎・授業・休み時間・部活動など）
　②　レイアウト・構成　　　　　③　デザイン・制作
　④　振り返り　　　　　　　　　　⑤　コンテスト・ポスター選考等
　⑥　その他（単元末テスト実施および対策等） ◎◎◎

　③　静止画のコンテンツ制
　　　 作

　作品制作の事例などを取り上げ、適切なアプリケーションソフ
トウェアの選択および作品制作について学習する。

学習態度
課題等の進捗状況
レポート課題
実習の評価
単元末テスト

学習態度
課題等の進捗状況
レポート課題
実習の評価
単元末テスト

◎◎

　これまで学習した静止画コンテンツの知識と技術を活用して、
学校祭などの行事のポスターを制作（デザイン）する。
　○　授業および学習展開は、学校ポスターに準ずる。

学習態度
課題等の進捗状況
レポート課題
実習の評価
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9 6 ◎ ◎

2 ◎ ◎

6 ◎ ◎

6 ◎ ◎

1 ◎ ◎

12 7 ◎ ◎

2

2

後
期

（
第
Ⅲ
期

）

1

11

　これまでの静止画コンテンツの技術を活かし、検定試験の学
習に取り組ませる。
　①　検定試験受験も見据えた指導を心がける。

　②　単元末テスト③は、実技テストと筆記テストを実施する。

　静止画・音・動画など、様々なコンテンツの制作活動を行う。
　①　テーマ・題材は、改めて案内する。
　②　授業および学習展開は、学校ポスターに準ずる。

　単元末テストの範囲の連絡および対策学習について、学習プ
リント等を活用して実施する。

単元末テスト④対策学習

後
期

（
第
Ⅳ
期

）

　様々な静止画コンテンツを制作する。
　①　テーマ・題材は、改めて案内する。
　②　授業および学習展開は、学校ポスターに準ずる。

実習：様々なコンテンツの制
　　　　作①

文書デザイン検定試験
模擬問題集２級

 
※単元末テスト③

10

◎

実習：様々なコンテンツの制
　　　　作②

学習態度
課題等の進捗状況
レポート課題
実習の評価

学習態度
課題等の進捗状況
レポート課題
実習の評価
単元末テスト

学習態度
課題等の進捗状況
レポート課題
実習の評価
単元末テスト◎◎
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